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1 はじめに

スマートフォンなどのGPS機能を持つデバイスの普

及により，FourSquareや Facebookのチェックイン機

能など，位置情報を利用したソーシャルネットワーク

サービス（SNS）が流行している．そのような位置情報

を利用した SNSのことを位置に基づくソーシャルネッ

トワーク（Location Based Social Networks, LBSN）

[1]という．

本グループでは，さまざまな LBSN を構築するた

めの基盤として利用可能な汎用的な LBSNツールキッ

トの開発を進めている [2] ．

LBSNシステムの実現において重要となる技術の一

つとして，複合イベント処理（Complex Event Pro-

cessing, CEP）[3]がある．これは，データストリーム

からより高次のイベントを検出しようとする処理のこ

とを指す．LBSNにおける多くのサービスがイベント

の組合せに対する処理で実現されることから，複合イ

ベント処理は LBSNの実現のために必要不可欠な技術

である．そこで，本研究で開発する LBSNツールキッ

トは，複合イベント処理機構を基本的な構成要素とし

て有するものとする．

LBSN における複合イベント処理では，アプリケー

ション（例：ユーザ適応型の観光案内，モバイル環境

での友人同士の出会い支援）に応じて発生するイベン

トやその意味が異なる．この問題に対応するため，本

研究ではセマンティックWeb技術 [4] を活用したオ

ントロジーを利用する．対象となるアプリケーション

におけるイベントが RDFデータとして表現されるこ

とを想定し，イベント検出においては RDF に対する

マッチングを行う．これにより，高レベルの「意味的

な」複合イベントの検出を図る．

本研究では，RDFデータストリームをオントロジー

を用いて処理し，ユーザが求める高レベルイベントを

検出するシステムを提案する．本システムは，イベン

トオントロジーを利用して定義されたイベントを入

力として，オントロジーを参照して処理を行う．これ

によりアプリケーションごとにイベントを動的に定義

することができ，そこで定義されたオントロジーから

イベントの関係を取得し，関連イベントも含めた処理

が可能になる．イベント検出のための問合せには直感

的な記述が可能な ECA（Event Condition Action）
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図 1: システムのアーキテクチャ

ルール [5] を使用する．また，本システムは時間と地

理空間を処理するための基本的なオントロジーを含み，

開発者がアプリケーション依存のオントロジーを追加

することのみでアプリケーションを作成できる汎用的

なシステムを目指す．

2 システムの概要

システムのアーキテクチャを図 1 に示す．

入力データは RDF形式のストリームを想定してい

る．センサデータなどの RDF形式以外のデータにつ

いては，データストリームラッパ で RDF ストリー

ムに変換してシステムに入力する．例えば GPSから

の位置情報のデータストリームを考えると，流れてく

る位置情報を RDF形式に変換するのに加え，時刻や

GPSが搭載されている機器に関する情報など，アプ

リケーションに応じて必要な情報を付加する．

入力 RDFストリームはシステム内のCEPエンジ

ンに送られ，ECAルールで定義されたイベントを検

出する．ECAルールの記述では，頻繁に使用されるイ

ベント（例：チェックイン，セール情報）や述語（例：

友人である，近くにいる）をあらかじめオントロジー

で定義して利用できる．また，ECAルールによって

検出されたイベントを別の ECAルールで使用してよ

り複雑なイベントを検出することも可能である．

CEPエンジンは必要に応じてさまざまな情報を外

部から取得する．取得するデータには，友人情報をも

つRDFレポジトリや地理情報をもつGISなどの開発

者が定義したローカルデータに加え，オンライン上に

存在するデータを取得することを想定する．

3 イベント定義

本システムにおける「イベント」は，アプリケーショ

ンによって異なる意味をもつ．そこで，扱うイベント
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Check-In_1
rdf:type lbsn:check_in
time:hasTime Instant1 .
lbsn:hasAgent User1 .
lbsn:hasFeature Feature1 .

Instant1
rdf:type time:Instant .
xsd:dataTime "2014-1-14T12:00:00" .

Feature1
rdf:type lbsn:Bakery .
lbsn:name "Motoyama Bakery" .
geo:hasGeometry ex:point1.

ex:point1
rdf:type geo:Point .
geo:asWKT "POINT(35.163, 136.962)"

^^sf:wktLiteral .

図 2: イベントの例

をすべて RDFで定義することで，様々なイベントを

定義する．また，各イベント間の関係をオントロジー

で定義し，マッチングに利用する．

イベントの例として，ユーザが施設にチェックイン

する場合を考える．チェックインイベントを RDF形

式で表すと図 2 のようになる．Check-in_1 には，時

間（Instant1），ユーザ名（User1），施設情報

（Feature1）が含まれている．Instant1と Feature1

の具体的な情報は，時間や地理空間に関するオントロ

ジー従って RDF形式で定義する．そして，チェック

インイベントが発生するごとに図 2 のような RDFが

システムに送信される．

4 問合せ

本システムにおけるイベント検出のための問合せに

は，ECAルールを使用する．

ECAルールとは，アクティブデータベースで用い

られている，何らかのイベントによって自動的に実行

する処理を定義するためのルール言語である．ECA

ルールは，イベント，コンディション，アクションの

３つの部分で構成されており，それぞれの内容は以下

の通りになる．

• イベント（Event）

ルールが発火するためのきっかけとなるイベント

• コンディション（Condition）

アクションが実行されるための条件

• アクション（Action）

コンディションを満たした際に実行される処理

ECAルールを用いた問合せの記述例を図 3 に示す．

このルールは，「現在地付近で友人がチェックインした

施設を通知する」というものである．EVENT 句は，「時

刻 Tのとき Pが施設 Sにチェックインする」イベント，

CONDITION 句は，Pが自分（USER）と友人かつ現在地

（CUR_LOC）付近の施設 Sにチェックインしたかどうか

という条件，最後に CONDITION 句では，条件を満た

EVENT check_in(P, S, T)

CONDITION is_friend(P, USER) AND

is_close(S, CUR_LOC)

ACTION output(S)

図 3: ECAルールの例

したチェックインイベントの施設 Sを出力することを

表している．

図 3 で使用されているイベント check_in や述語

is_friend，is_close はオントロジーで定義されて

いるものとする．例えば，イベント check_in は図

2 のような RDFが入力されたときのイベントである

と定義する．ただし，output はシステム内部で定義

する．

また，ECAルールの出力もイベントと考えること

ができる．そのため，ある ECAルールで生成したイ

ベントをサブイベントとして別の ECAルールで使用

することで，より複合的なイベントを生成することも

可能である．

5 まとめと今後の課題

本稿では，オントロジーを利用したイベント処理シ

ステムの概要について述べた．本システムは，イベン

トをオントロジーを利用して動的に定義し，関連イベ

ントも含めてマッチングを行うことができる．オント

ロジーに基づくイベント処理に関する議論は [6] でな

されているが，動画像データ等を対象とした知識表現

が研究の対象であり，本研究とは目的が異なる．

今後はシステムの詳細化と実装について取り組み

たい．
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